
『
川
崎
警
察
署
文
書
』
に
み
る
第

一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

は

じ

め

に

一
八
八
九

（明
治
二
二
）
年
二
月

一
一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ

た
。
発
布
日
に
は
紀
元
節
が
選
ば
れ
て
お
り
、
鉄
定
憲
法
と
い
う
上
か
ら
の
押

し
付
け
憲
法
で
は
あ

っ
た
に
せ
よ
、
自
由
民
権
運
動
の
要
求
に
な
る
立
憲
国
家

が
誕
化
し
た
こ
と
に
は
な
る
。
民
権
運
動
の
国
会
開
設
要
求
は
、
貴
族
院
と
衆

議
院
と
か
ら
な
る
帝
国
議
会
と
し
て
実
現
し
た
。
憲
法
発
布
の
同
日
、
公
布
さ

れ
た

「衆
議
院
議
員
選
挙
法
」
に
基
き
、
第

一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ

れ
た
の
は
、
翌

一
八
九
〇
年
七
月

一
――
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
教
科
書
で
は
こ
の

件
に
つ
き
、
三

八
九
〇

（明
治
二
三
）
年
に
行
わ
れ
た
日
本
最
初
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
で
は
旧
民
権
派
が
大
勝
し
、
第

一
議
会
に
は
立
憲
自
由
党
と
立
憲
改

進
党
な
ど
の
民
党
が
衆
議
院
の
過
半
数
を
占
め
た
」
Ｔ
）と
あ
る
の
み
で
、
選
挙

自
体
の
様
子
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
空
隙
を
埋
め

る
の
に
適
当
な

一
つ
の
史
料
と
し
て
、
『神
奈
川
県
史
』
編
纂
過
程
で
陽
の
日
を

見
た

『川
崎
警
察
署
文
書
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
，
γ

．川
崎
警
察
署
文
書
』
に
記
さ
れ
た
の
は
、　
一
八
九
〇
年
四
月
か
ら

一
二
月

の
川
崎
地
域
に
お
け
る
政
治

。
経
済

・
社
会
状
況
で
あ
る
。
短
期
間
で
あ
る
た

め
、
記
さ
れ
た
諸
事
件
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
不
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
総
選
挙
に
関
し
て
は
、
候
補
者
お
よ
び
支
持
者
た
ち
の
動
向
を
か
な

り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は

『川
崎
警
察
署
文
書
』
に
よ
っ
て
、
川
崎
と
い
う

一
地
域
に
お
け

る
第

一
回
総
選
挙
を
め
ぐ
る
地
域
住
民
、
政
党
、
警
察

（＝
国
家
）
な
ど
の
動

向
の
一
端
を
探
り
、
新
国
家
建
設
期
の
諸
階
層
の
思
惑
、
ま
た
彼
ら
が
果
た
し

た
役
割
な
ど
を
解
明
し
て
い
く

一
助
と
し
た
い
。

東

一　

候
補
者
の
被
選
挙
権
の
確
認

選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
直
接
国
税

一
五
円
以
上
を
納
入
す
る
満
二
五
歳
以
上

の
男
子
に
限
ら
れ
た
制
限
選
挙
で
あ

っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、

被
選
挙
権
は
ど
う
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
教
科
書
に
は
脚
注
で
、
選
挙

権
の
説
明
と
共
に

「被
選
挙
人
は
満
三
〇
歳
以
上
の
男
子
で
、
納
税
資
格
は
選

挙
人
と
同
じ
で
あ

っ
た
」
↑
）と
あ
る
。
「衆
議
院
議
員
選
挙
法
」
１
）に
よ
る
と

以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

第
二
章
　
被
選
人
ノ
資
格

第
八
条
　
被
選
人
タ
ル
コ
ト
フ
得
ル
者

ハ
ロ
本
臣
民
ノ
男
子
満
三
十
歳

以
上
ニ
シ
テ
選
挙
人
名
簿
調
製
ノ
期
ロ
ョ
リ
満

一
年
以
上
其
ノ

選
挙
府
県
内
二
於
テ
直
接
国
税
十
五
円
以
上
フ
納
メ
の
引
続
キ

納
ム
ル
者

二
限
ル

但
シ
所
得
税
二
付
テ
ハ
人
名
簿
調
製
ノ
期
ロ
ヨ
リ
前
満
三
年
以

上
之
ヲ
納
メ
働
引
続
キ
納
ム
ル
者
二
限
ル

以
上
の
規
定
に
基
い
て
、
候
補
者
た
ち
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
見
て
み
る
と
、

文
書
か
ら
は
山
田
秦
造
と
吉
田
正
春
の
ふ
た
り
の
被
選
人
資
格
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

山
田
に
つ
い
て
は
、
「橘
樹
郡
撰
出
衆
議
院
議
員
候
補
者
山
田
泰
造

ハ
兼
テ
地

価
修
正
二
拠
り
被
撰
ノ
資
格
ヲ
失
ヒ
タ
ル
ガ
橘
樹
郡
旭
村
小
塚
清
五
郎
ノ
周
旋

フ
以
テ
昨

一
七
日
同
村
同
宇
二
住
肝
ス
ル
同
苗
字
即
チ
山
田
七
五
郎
ノ
養
子
ニ

為
り
彼
へ
資
格
ヲ
復
シ
タ
ル
由
」
〓
）と
あ
る
。
山
田
の
生
ま
れ
は
川
崎
宿
に
隣

接
す
る
補
樹
郡
渡
田
村
と
い
う
か
ら
、
地
元
の
人
間
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
、　
三
ハ
歳
で
江
戸
の
ガ
研
師
に
弟
子
入
り
し
、
三
年
後
に
は
横
浜
の
米

穀
商
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
米
穀
商
、
そ
し
て
西
洋
割
烹
店
と
相
次
い
で
事
業
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に
失
敗
し
た
後
は
、
法
律
を
学
ん
で
代
言
人
と
し
て
身
を
立
て
、
星
亨

・
大
井

憲
太
郎
ら
の
厚
徳
館
に
参
加
し
、
福
島
事
件

・
加
波
山
事
件
な
ど
自
由
民
権
激

化
事
件
の
弁
護
活
動
で
有
名
と
な

っ
た
６
γ
植
山
淳
の

「
山
田
は
、
出
身
こ
そ

橋
樹
郡
で
あ
る
が
、
自
由
民
権
家
と
し
て
、
代
言
人
と
し
て
中
央
で
活
躍
し
た

輸
入
候
補
」
，
）と
い
う
評
が
当
を
得
て
い
よ
う
。
そ
の
山
田
が
地
価
修
正
Ｔ
）

の
た
め
被
選
挙
権
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
急
違
、
同
苗
山

田
家
へ
養
子
に
入
る
こ
と
に
よ

っ
て
被
選
挙
権
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
に
つ
い
て
は
、
山
田
と
は
違
い
地
元
と
の
縁
故
関
係
は
全
く
無
く
、
た

だ
彼
が
上
佐
藩
十
吉
田
東
洋
の
息
子
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

「候
補
者
吉
田
正
春

ハ
今
度
橘
樹
郡
子
安
村
飯
田
彰
重
方

へ
原
籍
ヲ
移
シ
タ
ル

山
但
シ
寄
留
籍

ハ
従
前
ノ
通
り
橘
樹
郡
御
幸
村
南
河
原
七
百
五
十
二
番
地
二
有

之
」
，
戸
）あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
被
撰
人
資
格
の
納
税
状
況
は
不
明
で
あ
る

が
、
原
籍
を
当
地
に
移
す
こ
と
で
選
挙
に
対
す
る
意
欲
は
感
し
ら
れ
よ
う
。
た

だ
、
既
に
寄
留
籍
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
納
税
資
格
は
十
分
満
た
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

二
　

各
候
補

の
支
持
者

神
奈
川
県
第
二
選
挙
区
は
、
橘
樹

・
都
筑
・
久
良
岐
三
部
か
ら
な

っ
て
い
る
。

文
書
中
、
衆
議
院
議
員
候
補
者
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
の
は
、
山
田
泰
造

・

吉
田
正
春
に
加
え
、
佐
藤
貞
幹

・
中
島
信
行

・
添
田
知
通

・
肥
壕
龍
ら
で
あ
り
、

肥
塚
は
結
局
引

っ
張
り
出
せ
ず
、
立
憲
改
進
党
系
候
補
と
し
て
は
大
塚
成
吉
が

擁
立
さ
れ
る
。
ま
た
、
添
田
も
諸
事
情
か
ら
終
盤
戦
に
至
り
、
息
子
の
知
義
が

出
馬
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
ず
各
候
補
の
政
党
色
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
肥
塚

・
大
塚
は
前
述
の
通

り
改
進
党
で
、
そ
の
他
は
自
由
党
系
と
い
え
る
。
し
か
し
、
当
時
は
か
つ
て
の

自
由
党
と
い
う
大
政
党
は
存
在
せ
ず
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
る
二
人
事
件
建
自
運

動
の
余
波
か
ら
自
由
党
再
興
の
機
運
が
生
ま
れ
て
は
い
た
が
、
実
現
に
は
ｆ

っ

て
い
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
大
井
憲
太
郎
ら
が
旧
関
東
自
由
党
員
を
中
心
に
、

一
八
八
九
年
五
月

一
〇
日
、
大
同
協
和
会
を
組
織
す
る
と
、
同
日
、
こ
れ
に
対

抗
し
て
河
野
広
中

・
大
江
卓
ら
東
北

・
関
西
の
旧
自
由
党
員
と
国
権
派
が
合
同

し
て
大
同
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。
総
選
挙
を
前
に
、
大
井
ら
は
板
垣
退
助
に
自

由
党
再
興
を
説
く
が
、
河
野
ら
が
時
期
尚
早
と
反
対
し
た
た
め
実
現
せ
ず
、　
一

八
九
〇
年

一
月
二

一
日
、
大
井
ら
の
み
で

（再
興
）
自
由
党
を
結
成
す
る
。
さ

ら
に
、
大
井

。
河
野
両
派
の
対
立
激
化
を
懸
念
し
た
板
垣
は
同
年
二
月
五
日
、

別
に
愛
国
公
党
を
結
成
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
大
井
ら
の
自
由
党
、
河
野
ら
の

大
同
派
、
板
垣
ら
の
愛
国
公
党
と
二
派
鼎
立
と
な
り
、　
つ
ま
り
、
同
じ
自
由
党

系
と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
川
崎
地
域
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
立
場
ば

か
り
か
、
地
域
利
害
の
問
題
ま
で
も
が
絡
ん
で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

決
し
て

一
枚
岩
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
山
田
は
自
由
党
、

吉
＝

・
添
田
知
義
は
大
同
派

（大
同
供
楽
部
）
で
あ
る
３
ｒ

次
に
　
各
候
補
の
支
持
者
た
ち
を
見
て
お
き
た
い
。

六
月
二
日
の
報
告
で
は
、
山
旧
派

・
吉
田
派

・
改
進
党
二
派
の
概
況
を
伝
え

た
後
、
「巻
説
ニ
ヨ
レ
ハ
吉
田
正
春
二
党
ス
ル
人
民

ハ
金
満
家
多
ク
山
田
泰
造
ニ

ヶ
ミ
ス
ル
人
民

ハ
壮
十
派
ノ
者
多
ク
故

二
選
挙
権
ヲ
有
シ
居
ル
者

ハ
吉
田
正
春

ノ
方
多
数
ニ
シ
テ
山
田
泰
造

ハ
終
二
失
敗
ヲ
取
ル
ヤ
モ
難
計
シ
ト
風
評
セ
リ
」

と
あ
り
■
γ
は
じ
め
の
う
ち
は
選
挙
権
保
有
者
で
あ
る

「金
満
家
」
を
支
持
者

と
し
て
多
く
抱
え
た
吉
田
の
方
が
有
利
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
、
選
挙
人
の
意
志
が
い
か
に
候
補
者
に
引
き
付
け
ら
れ
る
か
で
あ
る
が
、

文
書
か
ら
は
、
村

・
大
字

・
字
な
ど
各
地
域
単
位
で
、
そ
の
地
域
の
有
力
者
の

動
向
に
左
右
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「山
田
泰
造

ハ
旅
店
会
津
屋
ノ
主
人
田
中
亀
之
助
或

ハ
酒
商
森
松
太
郎
等

へ
依
頼
シ
此
ノ
者

等
ノ
周
旋
ニ
ヨ
リ
多
ク
投
票
フ
得
ン
ト
ナ
シ
」
、
ま
た

「
（島
田
）
武
助

ハ

（川

崎
）
町
内
屈
指
ノ
人
物
ナ
ル
フ
以
テ

（吉
田
）
正
春

ハ
之
二
依
頼
シ
同
人
ノ
周

旋
ニ
ョ
リ
投
票
フ
得
ン
ト
欲
シ
」
ぅ
、
と
い
う
具
合
に
そ
れ
ぞ
れ
が
各
地
の
有

力
者
の
用
旋

・
支
援
に
絶
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
神
奈
川
―――
収
税
長
の
職
に
あ
り
出
馬
が
暉
さ
れ
て
い
た
添
田
知
通
に

関
し
て
は
、
息
子
の
知
義
が
町
田
村
村
長
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
「窃
カ
ニ
知
義

ハ
腹
臣
ノ
者
フ
シ
テ
遊
説
セ
シ
メ
之
レ
カ
為
メ
町
田
村

ハ
一
円
知
通
へ
投
票
セ

-24-



ン
ト
シ
亦
大
師
河
原
村
ノ
中
海
苔
営
業
者
ノ
党
派
ナ
ル
内
田
佐
五
右
衛
門
等
ノ

者
モ
知
通

へ
投
票
ス
ル
ヨ
シ
亦
日
吉
村
ノ
村
長
深
瀬
啓
十
郎
モ
知
通
ヲ
出
ン
ト

シ
同
人
ノ
為
メ
ニ
”
フ
執
リ
タ
ル
ョ
リ
之
二
同
意
ヲ
表
ス
ル
者

ハ
同
村
ノ
中
学

矢
上
南
加
瀬
北
加
瀬
等
ノ
人
民

ハ
知
通

へ
投
票
ス
ル
心
組
ナ
ル
ョ
シ
亦
田
島
村

ノ
中
字
大
島
ノ
人
民
モ
添
田
へ
心
フ
寄
セ
同
人

へ
投
票
ス
ル
ヨ
ごヽ

じ^
と
あ

り
、
明
ら
か
に
村
も
し
く
は
字

・
大
字
単
位
で
そ
の
地
域
の
有
力
者
の
支
持
状

況
に
よ

っ
て
、
地
域
住
民
の
意
志
が
左
右
さ
れ
る
地
域
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か

フ

０

。

こ
の
よ
う
な
地
域
に
対
し
影
響
力
を
持

っ
た
有
力
者
た
ち
を
、
果
し
て

「一蒙

農
商
」
層
も
し
く
は

「名
望
家
」
層
と
呼
ん
で
い
い
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
性
格
や
行
動
、
そ
れ
に
よ
る
影
響
、
さ
ら
に
以
上
に

よ
る
変
化
な
ど
様
々
な
要
因
を
総
合
し
た
上
で
検
討
し
て
行
く
べ
き
で
あ
ろ

さ
て
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
あ
れ
ば
、
有
力
者
が

一
人
し
か
い
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
複
数
い
た
と
し
て
も
対
立
関
係
に
な
い
様
な
地
域
で
あ
れ
ば
さ
し
た

る
問
題
も
生
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
日
常
的
な
政
治

・
経
済
上

の
問
題
か
ら
、
す
で
に
複
雑
で
根
の
深
い
対
立
関
係
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
地

域
に
な
る
と
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

例
と
し
て
御
幸
村
と
住
吉
村
の
状
況
を
掲
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
御
幸
村
で
は
、

「此
ノ
村
ノ
前
村
長
島
養

ハ
吉
田
正
春
ノ
党
ニ
シ
テ
ロ
下
助
役
其
他
役
場
員

ハ

山
田
泰
造
派
ナ
ル
ョ
シ
而
シ
テ
鳥
養
辞
職
以
来
村
長
ナ
キ
ヲ
以
テ
ロ
下
選
定
中

ノ
所
吉
田

ハ
鳥
養
二
依
頼
シ
テ
投
票
フ
得
ン
ト
ナ
シ
居
り
山
田
ハ
助
役
或
村
内

屈
指
ノ
金
満
家
ナ
ル
斎
藤
上
之
進
等
二
結
ン
テ
投
票
ヲ
得
ン
ト
欲
シ
暗
二
競
争

ヲ
ナ
シ
居
ル
」
状
況
で
あ
り
、
ま
た
住
吉
村
で
も

「村
長
徳
植
竹
之
丞
外
役
場

員
等

ハ
吉
田
正
春
ノ
党
ナ
ル
モ
他
二
重
立
タ
ル
村
民
中
ニ
ハ
山
田
二
加
担
者
ア

ル
ョ
シ
ニ
之
レ
亦
競
争
ナ
シ
居
ル
ヨ
シ
」
ｎ
）で
あ

っ
た
。
両
村
で
は
山
田
二
日

用
の
有
力
支
持
者
が
並
立
し
て
お
り
、
選
挙
人
に
対
す
る

「競
争
」
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
川
崎
地
域
で
は
、
自
由
派

（再
興
自
由
党
）
の
推
す
山
田
、

大
同
派
の
推
す
吉
田
、
こ
れ
に
改
進
党
が
加
わ

っ
て
三
巴
の
選
挙
戦
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
他
に
都
筑
郡
に
基
盤
を
持
つ
佐
藤
貞
幹
も
い
た
が
、
彼
に

つ
い
て
は

「都
筑
郡
旧
県
会
議
員
佐
藤
貞
幹

ハ
衆
議
院
議
員
ノ
候
補
者
タ
ラ
ン

ト
欲
シ
頻
リ
ニ
奔
走
橘
樹
部
内

二
入
り
勧
誘
中
ノ
趣
キ
然
レ
共
未
夕
其
勧
誘
ノ

手
段
フ
知
ル
能

ハ
ズ
」
３
）と
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
一」
の
地
域
に
お
け
る

活
動
状
況
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
出
馬
を
暉
さ
れ
る
添
田
知
通
も
表

面
的
に
は
ま
だ
動
い
て
居
ら
ず
、
そ
の
子
知
義
は
大
同
派
で
吉
田
の
有
力
な
後

援
者
で
あ

っ
た
。
立
憲
改
進
党
派
の
有
力
者
は
川
崎
町
長
根
本
助
右
衛
門
、
元

県
会
議
員
で
党
員
の
岩
田
道
之
助
等
で
あ

っ
た
が
、
「此
ノ
者
等

ハ
敢
テ
奔
走
ヲ

盛
ン
ニ
ナ
シ
居
ル
模
様
モ
ナ
ク
既
二
該
派
ノ
者
共

ハ
一
致
団
結
フ
ナ
シ
居
ル
景

況
ニ
ン
テ
敢
テ
党
勢
ヲ
拡
張
ス
ル
為
メ
同
志
ノ
士
フ
募
集
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
気
合

モ
見
ヘ
ス
」
■
）と
い
う
状
況
で
あ
り
、
候
補
者
と
し
て
は
、
は
じ
め
党
幹
部
の

肥
塚
を
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

〓
一　
選
挙
運
動

の
方
法

当
時
の
選
挙
運
動
が
ど
の
様
に
行
わ
れ
た
か
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
前
述
し

た
よ
う
に
、
各
地
の
有
力
者
に
働
き
か
け
て
支
持
を
取
り
付
け
、
自
分
の
陣
営

に
引

っ
張
り
込
む
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。
吉
田
正
春
は

「御
幸

村

へ
来
り
旧
村
長
タ
リ
シ
鳥
養
弥
兵
衛

へ
依
頼
シ
タ
ル
フ
以
テ
弥
丘
衛

ハ
吉
田

へ
投
票
ス
ル
コ
ト
フ
承
諾
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
充
分
カ
フ
尽
ス
コ
ト
ニ
約
束
ヲ
ナ

シ
タ
ル
為
メ
今
迄
山
田
党

へ
傾
カ
ン
ト
ナ
シ
居
リ
タ
ル
同
村
ノ
助
役
矢
島
幸
吉

ハ
忽
チ
鳥
養
ノ
依
頼
ヲ
承
諾
シ
吉
田
党
ト
ナ
リ
矢
島
幸
吉
ノ
住
居
地
ナ
ル
大
字

上
平
間

ハ
皆
ナ
吉
田

へ
投
票
ス
ル
様
勧
誘
ス
ル
コ
ト
ラ
請
合
ヒ
タ
リ
ト
云
ヒ
亦

鳥
養

ハ
頗
ル
人
望
家
ナ
ル
フ
以
テ
同
人
ノ
周
旋
ニ
ョ
リ
大
字
塚
越
下
平
間
中
丸

子
ハ
大
抵
吉
田
二
加
担
ス
ル
ナ
ラ
ン
Ｌ
じ
と
、
御
幸
村
村
長
鳥
養

一
人
に
働
き

か
け
た
こ
と
で
、
助
役
矢
島
を
も
協
力
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
地
盤

を
獲
得
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
現
在
行
わ
れ
て
い
る
不
特
定
多
数
の
選
挙
権
保
有
者
に
向
け
て

の
ハ
ガ
キ

・
封
書
攻
勢
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
写
真

。
名
刺
配
り
や
演
説
会
の

開
催
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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総
選
挙
に
対
し
て
最
も
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
の
は
、
報
告
書
の
中
で
調

査
対
象
と
な
る
地
域
住
民
を
上

・
中

・
下
に
分
け
、
「上
等
社
会
ノ
人
民
」
と
位

置
付
け
ら
れ
る
人
々
で
、
「各
党
派

ハ
互
二
勝
利
フ
得
ン
カ
為
メ
名
刺
フ
配
布
シ

或

ハ
親
戚
朋
友
フ
使
者
ト
シ
テ
選
挙
権
フ
有
ス
ル
上
流
社
会
ノ
者
へ
依
頼
ス
ル

ヨ
リ
此
ノ
社
会
ノ
者

ハ
心
二
迷
ヲ
生
ス
ル
フ
免
レ
ス
乃
チ
甲
派
ノ
候
補
者

へ
投

票
セ
ン
ト
ノ
決
心
ヲ
起
ス
ニ
際
シ
乙
派
ノ
候
補
者

ヘ
モ
投
票
セ
サ
ル
フ
得
サ
ル

ノ
義
理
合
ト
ナ
リ
何
レ
ヘ
投
票
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
カ
其
義
理
合
ノ
為
メ
ニ
攻
撃

サ
レ
進
退
二
窮
ス
ル
者
ア
ル
ョ
シ
Ｌ
３
と
い
つ
た
事
態
が
生
じ
て
お
り
、
選
挙

に
よ
り
各
候
補
者
お
よ
び
そ
の
支
持
者
た
ち
の
間
で
板
挟
み
に
な

っ
て
苦
悩
す

る
人
々
の
姿
が
伺
え
る
。

で
は
こ
こ
で
山
田
泰
造
の
運
動
方
法
を
追

っ
て
み
よ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
山
田
の
支
持
者
に
は
壮
士
派
が
多
く
、
こ
れ
が
選
挙
運
動

に
も
み
ご
と
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
「
山
田
派
ノ

（支
持
者
某
）
ハ
密
カ

ニ
手
下
数
名
フ
諸
村

二
遊
説
セ
シ
メ
大
同
派
即
チ
吉
田
派
フ
妨
害
セ
ン
ト
ス
ル

ノ
模
様
」
３
）が
あ

っ
た
。
山
田
派
の
遊
説
員
が
他
派
の
人
間
と
衝
突
し
て
騒
動

を
起
し
た
と
い
う
よ
う
な
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
吉
田

派
の
人
間
に
働
き
か
け
、
選
挙
違
反
云
々
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
件
は
発
生

し
て
い
る
。

ま
た
　
山
田
支
援
に
傾
き
か
け
て
い
た
が
、
結
局
は
吉
田
派
と
な
っ
た
矢
島

と
は
反
対
に
、
は
じ
め
の
内
、
改
進
党
の
演
説
会
で
尽
力
し
て
い
た
住
古
村
旧

村
長
の
高
橋
善
右
衛
間
が
山
田
派
と
な
り
、
「山
田
ノ
写
真
名
刺
等
フ
自
村
或

ハ

近
村
ノ
重
ナ
ル
者

へ
送
テ
投
票
ノ
節

ハ
此
人
フ
撲
挙
ア
ラ
ン
コ
ト
フ
依
頼
ス

ル
」
（３
と
い
う
手
段
を
取
っ
て
い
た
。

面
白
い
こ
と
に
、
中
島
信
行
よ
り
添
田
知
義
に
対
し

「貴
下
ノ
周
旋
尽
カ
フ

以
テ
山
田
泰
造

へ
投
票
ス
ル
様
村
内
ノ
選
挙
人

へ
勧
誘
セ
ラ
レ
度
」
い
と
の
書

面
が
郵
送
さ
れ
て
い
る
■
γ

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
添
田
は
古
田
派
で
あ
り
、

し
か
も
陰
で
は
父
知
通
を
擁
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
中
島
は
こ
う
し
た
実
状

を
知
ら
ず
、
単
に
か
つ
て
の
自
由
党
時
代
の
関
係
か
ら
山
田
支
援
を
添
田
に
依

頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
同
団
結
運
動
挫
折
後
、
旧
自
由
党
の
県
組
織
と
し
て

神
奈
川
県
倶
楽
部
が
前
年
の

一
月
に
中
島
を
監
督
と
し
て
結
成
さ
れ
て
お
り
、

川
崎
で
も
旅
館
会
津
屋
に
お
い
て
そ
の
支
部
結
成
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中

島
の
働
き
か
け
は
そ
の
流
れ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
日
の
報

告
に
添
田
の
挙
動
と
し
て

「
二
三
日
前
或
新
聞
ヲ
見
タ
ル
ニ
神
奈
川
県
多
数
ノ

意
見

ハ
第
二
区
ヨ
リ
山
田
泰
造
フ
選
出
ス
ル
コ
ト
ニ
確
定
セ
ル
云
々
卜
広
告
シ

ア
ル
ョ
リ
大
二
反
激
シ
右

ハ
事
実

二
適
合
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
付
広
告
ナ
シ
タ
ル
者

へ
掛
合

ハ
サ
ル
フ
得
ス
云
々
卜
或
人

へ
談
話
セ
リ
」
２
）と
中
島
が
期
待
し
た

の
と
は
全
く
逆
の
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
中
島
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
彼
は
旧
土
佐
藩
十
で
、
幕
末
期
、

坂
本
竜
馬
の
海
援
隊
に
属
し
て
い
た
。
維
新
政
府
に
参
加
し
、
神
奈
川
県
令
も

勤
め
、
自
山
民
権
運
動
家
と
し
て
も
有
名
で
あ

っ
た
。
選
挙
に
際
し
て
は

「久

良
岐
郡
二
於
テ
ハ
中
島
信
行
二
望
フ
属
シ
居
ル
者
ア
ル
ヨ
シ
然
ル
ニ
同
人

ハ
高

坐
郡
ヨ
リ
衆
議
院
議
員
二
選
挙
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ニ
決
定
シ
タ
ル
ニ
付
他
郡
ヨ
リ

選
出
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト

ハ
謝
絶
ン
タ
ル
ニ
拘
ラ
ス
久
良
岐
ノ
或

一
部
分
ノ
財
産
家

ハ
同
人

へ
投
票
ス
ル
ヨ
シ
フ
風
評
セ
リ
」
元
声
ヽ
で
つ
状
況
で
、
既
に
高
座
郡
か

ら
の
出
馬
が
決
定
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
久
良
岐
郡
の

一
部
が
彼
を
推
薦

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に
開
票
結
果
を
見
る
と
少
な
か
ら

ず
得
票
し
て
お
り
、
中
島
の
意
向
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
に
、
票
を
投
じ
る
も

の
が
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
選
挙
が
候
補
者
本
人
の
意
志
に
よ
る
立
候
補
制

で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る

一
例
で
あ
る
。
結
局
、
中
島
は
神
奈
川
第
二
区
か

ら
当
選
し
、
初
使
衆
議
院
議
長
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

選
挙
中
盤
、
五
月
に
入
っ
て
板
垣
退
助
が
上
京
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「板
垣
伯

上
京
二
付
政
党
員
若
ク

ハ
政
治
思
想
フ
有
ス
ル
者
ノ
感
情
云
々
ハ
当
部
内
二
於

テ
ハ
偶
々
証
ス
ル
者
ア
ル
モ
甚
夕
僅
少
ニ
シ
テ
ロ
下
何
等
ノ
感
情
モ
ナ
ク
又
タ

自
今
運
動
ノ
模
様
モ
無
之
候
」
ｎ
）と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
板
垣
は
旧
自
由
党
総

理
、
民
権
運
動
の
旗
頭
で
あ
る
。
か
つ
て
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
大
歓
迎
会
が
催

さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
当
時
は
前
述
の
通
り
、
旧
自
由
党
は
三

派
鼎
立
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
も
、
川
崎
は
じ
め
東
京
近
郊
は
、
旧
関
東
自
由

党
勢
力
が
強
か
っ
た
。
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
の
頭
日
板
垣
が
上
京
し
た
と
し
て

も
、
こ
れ
を
歓
迎
す
る
受
け
皿
な
ど
、
し
か
も
こ
の
大
事
な
選
挙
戦
真

っ
最
中

の
こ
と
、
な
お
さ
ら
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
報
告
を
奇
異
と
取
る
方
が
お
か
し
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い
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
当
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
の
が
お
定
ま
り
の
選
挙
違
反
で
あ
る
。
山
田

の
場
合
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
山
田
と
そ
の
支
持
者
斎
藤
丑
之
進
の
両

名
が

「衆
議
院
議
員
選
挙
法
第
九
十
条
違
反
」
と
さ
れ
、
取
調
べ
が
始
ま

っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
山
田
の
方
は

「所
在
不
明
二
付
勾
引
状
フ
発
シ
督
下
捜
査
中
」

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
選
挙
違
反
と
さ
れ
た
事
件
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
「該
犯
則
ノ
概
略

ハ
明
治
十
三
年
五
月
十
五
日
午
后
四
時
頃
両
名

ノ
被
告

ハ
部
内
住
吉
村
々
長
徳
植
竹
之
丞

（此
レ
ハ
古
田
正
春
派
）
方

へ
千
り

同
人
妻
リ
ン
ニ
面
会
シ
斎
藤
上
之
進

ハ
山
田
フ
リ
ン
ニ
引
合
セ
テ
ロ
ク
之
レ
（

山
田
泰
造
卜
云
ウ
御
方
デ
ア
ル
且
ツ
此
ノ
農
品

（桝
織
旭
形
三
ツ
折
り
紙
人

一

ケ
代
価
三
十
銭
計
り
）

ハ
山
田
サ
ン
ノ
御
土
産
デ
ア
ル
ト
云
フ
テ
授
ヶ
シ
タ
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
■
了

こ
こ
で

「衆
議
院
議
員
選
挙
法
」
の
選
挙
違
反
に
対
す
る
罰
則
規
定
を
見
て

お
こ
う
。　
２
）

第
十
三
章
　
罰
則

第
九
十
条
　
投
票
フ
得
又

ハ
他
人

二
投
票
ヲ
得
セ
シ
メ
若

ハ
他
人
ノ
為

二
投
票
ヲ
為

ス
コ
ト
フ
抑
止
ス
ル
ノ
ロ
的
フ
以
テ
直
接
又

ハ

間
接

二
金
銭
物
品
手
形
若

ハ
公
私
ノ
職
務
フ
選
挙
人

二
授
与

シ
又

ハ
授
与
ス
ル
コ
ト
フ
約
束
シ
タ
ル
者

ハ
五
円
以
上
五
十

円
以
下
ノ
罰
金

二
処
ス

其
ノ
授
与
又

ハ
約
束
フ
受
ケ
タ
ル
者
亦
同
シ

投
票
を
巡

っ
て

「令
銭
物
品
手
形
」
の
授
受
、
お
よ
び

「
公
私
ノ
職
務
」
を

約
束
す
る
こ
と
な
ど
が
選
挙
違
反
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
山
田
の
場
合
は

表
面
的
に
は
物
品
授
与
が
規
定
に
抵
触
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
た
選
挙
違
反
の
Ｆ
が
流
れ
、
し
か
も
新
聞
紙
卜
に
ま
で
報
道
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
形
勢
は
明
ら
か
に
不
利
と
な
る
。
そ
こ
で
山
田
は
、
選
挙
違
反
に

よ
る
拘
引
云
々
の
新
聞
記
事
が
事
実
で
な
い
こ
と
を
弁
明
す
る
次
の
よ
う
な
書

簡
を
各
選
挙
人

へ
送

っ
て
い
る

，
了

謹
啓
陳

ハ
今
十
六
日
二
三
ロ
ノ
新
聞
紙
上

二
不
肖
儀
本
部
川
崎
分
署

ョ
リ

拘
引
云
々
ノ
趣
掲
載
有
之
候

へ
共
右

ハ
事
実
相
違
ス
ル
而
已
ナ
ラ
ス
該
虚

説

ハ
渾
テ
明
白
仕
候
二
付
明
十
七
ロ
ノ
諸
新
聞
紙
へ
右
取
消
シ
ノ
旨
申
通

置
候
間
此
段
御
了
承
之
上
尚

一
層
御
尽
カ
ノ
程
願
上
候

依
テ
別
紙
数
通
御
送
与
中
上
候

二
付
外
諸
君
ヘ
モ
御
依
頼
方
フ
御
差
図
被

下
度
右
不
取
敢
申
上
労
御
依
頼
迄
如
斯
シ
御
坐
候
謹
言

明
治
廿
三
年
六
月
廿
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
泰
造

実
際
に
新
聞
紙
上
に
は

一
面
の
ト
ッ
プ
に

「特
別
広
告
」
と
し
て
弁
明
の
記

事
が
出
さ
れ
て
い
る
ュ
了

吉暴
　
　
　
　
生
Ｈ

頃
日
二
三
ノ
新
聞
紙
上
二
小
生
拘
引
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
云
々
ノ
記
事
有
之
候

得
共
有

ハ
事
実
相
違
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
該
虚
説

ハ
巳
二
明
白
致
候
條
此
段

謹
告
ス明
治
廿
三
年
六
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
泰
造

各
候
補
者
の
選
挙
人
に
対
す
る
投
票
獲
得
工
作
は
、
選
挙
違
反
が
問
題
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
兄
ら
れ
る
よ
う
に
、
投
票
日
が
近
付
く
に
つ
れ

て
ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
来
る
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
支
持
者
が
固
定

し
て
い
た
の
で
は
、
選
挙
の
結
果
を
み
る
ま
で
も
な
く
当
選
者
が
予
想
で
き
て

し
ま
う
。
選
挙
戦
の
醍
醐
味
の

一
つ
は
、　
い
か
に
し
て
対
立
候
補
の
支
持
者
を

自
分
の
陣
営
に
引
き
込
む
か
と
い
う
こ
と
に
あ
ろ
う
。
山
田
が
吉
田
派
の
支
持

者
で
あ

っ
た
徳
植
に
接
触
を
持

っ
た
の
は
、
見
込
み
は
薄
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

う
ま
く
い
っ
た
場
合
は
敵
の

一
角
を
大
き
く
切
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

期
待
か
ら
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
事
は
甘
く
な
く
、
逆
に
選
挙
違
反

を
宣
伝
さ
れ
る
結
果
を
招
い
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
山
田
の
支
持
者
に
は
壮
士
が
多
い
と
あ

っ
た
が
、
そ
の
性
格
を
充
分

に
発
揮
す
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
て
き
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「壮
士

ハ

曖
々
選
十
人
宅
ヲ
訪
ヒ
占
田
ナ
リ
亦

ハ
山
田
ナ
リ
何

ニ
カ
決
定
ア
ラ
ン
コ
ト
フ

希
望
ス
ル
ト
云
フ
テ
迫
り
迫
ラ
レ
タ
ル
選
挙
人

ハ
止
フ
得
ス
山
田
ヲ
賛
成
ス
ル

ョ
シ
フ

一
時
逃
カ
レ
ニ
述
ブ
ル
ヤ
直
チ
ニ
手
控

へ
賛
成
ナ
シ
タ
ル
者
ノ
住
所
氏

名
等
フ
記
シ
斯
ク
賛
成
ア
ル
上

ハ
男
子
タ
ル
ノ
本
分
ト
シ
テ
変
心
ス
ル
コ
ト

ハ

ナ
カ
ラ
ン
万

一
変
心
ス
ル
等
ノ
事
ア
ル
ト
キ

ハ
充
分
弁
解
フ
求
ム
ル
杯
卜
云
ヒ

回
ル
ヨ
シ
」
（り
と
い
つ
た
状
況
で
あ

っ
た
。
ほ
と
ん
ど
脅
迫
ま
が
い
の
投
票
依
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頼
が
平
然
と
行
わ
れ
て
い
た
の
が
分
か
る
。

山
田
が
特
に
取
り
立
て
て
、
選
挙
違
反
や
勧
誘
方
法
な
ど
で
あ
げ
つ
ら
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
山
旧

一
人
の
問
題
で
は
な
く
、
他
の
候
補
者
に
し

て
も
五
十
歩
百
歩
で
あ

っ
た
ろ
う
。
吉
田
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
し
、
改
進
党
の
候
補
者
に
擁
立
さ
れ
た
大
塚
成
吉
に
至

っ
て
は
、
自
ら
の
代

言
人
と
い
う
職
業
を
フ
ル
に
活
用
し
て
か
な
り
露
骨
な
勧
誘
を
や
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
報
告
の
中
で
も
、
「大
塚
成
吉
ノ
運
動
ノ
悪
評
」
と
し
て
、

「同
人

ハ
曽
テ
住
吉
村

へ
来
リ
タ
ル
時
選
挙
権
フ
有
ス
ル
者

へ
対
シ
自
分

へ
投

票
フ
ナ
シ
呉
レ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
爾
来
代
言
弁
護
ノ
労

ハ
充
分
カ
フ
尽
シ
無
報
酬

ニ
テ
ナ
サ
ン
」
と
中
し
込
ん
だ
ら
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
昴
了

ま
た
、
候
補
者
を
囲
ん
で
の
愁
親
会
や
演
説
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

四
月
二
七
日
、
神
奈
川
町
名
古
屋
楼
で
田
鳥
村
村
長
青
木
學
十
郎
ら
数
十
人
の

周
旋
に
な
る
久
橋
都
三
郡
有
志
百
余
人
に
よ
る
懇
親
会
が
計
画
さ
れ
て
い
る

り^
。
ま
た
、
当
初
占
田
派
で
あ

っ
た
川
崎
町
深
野
半
兵
衛
は

「地
所
及
ヒ
金
銭

貸
借
上
ヨ
リ
不
和
フ
生
シ
爾
来
山
田
泰
造
ノ
手
二
従
ヒ
居
リ
シ
ガ
先
日
田
中
亀

之
助
森
松
太
郎
等
卜
自
由
党
二
加
入
シ
諸
所
ノ
演
説
会

へ
臨
ミ
壮
士
ヲ
称

へ
居

り
候
」
Ω
ｒ
一あ
り
、
演
説
会
も
少
な
か
ら
す
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

特
に

「大
師
河
原
村

ハ
山
田
泰
造
ノ
党
派
多
数
フ
占
メ
居
ル
模
様
二
有
之
故

ニ

山
田
泰
造
ヲ
衆
議
院

へ
出
サ
ン
ト
熱
心
ス
ル
者
多
ク
為

二
演
説
会
フ
開
ク
コ
ト

ニ
奔
走
ス
ル
者
ア
リ
ト
云
ヒ
探
間
ス
ル
所
ニ
ヨ
レ
ハ
大
帥
河
原
村
料
理
店
梅
園

二
於
テ
来
ル
十
四
五
日
頃
二
政
談
演
説
会
フ
開
設
シ
弁
士

ハ
山
田
泰
造
大
江
卓

山
川
善
太
郎
福
井
茂
兵
衛
等
ガ
来
ル
ョ
シ
亦
梅
園
ノ
ト
入
寺
尾
喜
助

ハ
ロ
下
準

備

二
奔
走
シ
居
ル
ト
云
フ
」
£
）状
況
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
演
説
会
は

「目
下
該
村

ハ
内
外
ノ
困
難
紛
議
蜂
起
ノ
最
中
ニ
テ
政
談
演
説
会
ヲ
開
会
ス
ル

ノ
違
ナ
シ
ト
云
フ
ヨ
リ
遂
二
中
止
シ
タ
ル
ョ
シ
」
ｎ
√
）
い
２

」
と
で
、
大
師
河

原
村
で
養
蠣
場
海
苔
場
を
巡
る
紛
議
が
起
き
て
い
た
た
め
中
止
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。

し
か
し
こ
う
し
た
演
説
会
が
盛
ん
な
状
況
も
選
挙
間
際
で
あ

っ
た
れ
ば
こ

そ
、
と
も
言
え
よ
う
。
た
ま
た
ま

一
八
八
九
年
二
月
か
ら

一
八
九
〇
年
四
月
ま

で
の
演
説
会

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

Ｓ
）が
、
そ
れ
に
よ
る
と
政
談
演
説
会

が
三
回
、
非
政
談
演
説
会
が

一
回
と
、
非
政
談
演
説
会
を
含
め
て
も

一
年
間
で

わ
ず
か
四
回
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
政
談
演
説
会
三
回
は
そ
れ

ぞ
れ
山
田

・
古
田

・
改
進
党
に
よ
る
も
の
で
、
山
田
の
演
説
会
は
大
師
河
原
二

二
四
番
伊
東
市
兵
衛
方
で
行
わ
れ
て
お
り
、
「聴
衆

ハ
三
百
名
許

ニ
シ
テ
感
動
シ

タ
ル
ョ
シ
」
で
あ

っ
た
。
ま
た
、　
一
回
の
非
政
談
演
説
会
も
山
田
派
の
も
の
で
、

「場
所

ハ
大
師
河
原
平
間
寺
ニ
テ
Ｌ
聴
衆
四
百
名
許
ニ
ン
テ
感
動
ヲ
ナ
シ
タ
ル

様
子
ナ
リ
」
と
あ
る
。
名
日
は

「学
術
演
説
会
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
常

と
し
て
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
で
は
す
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
選
挙
戦
も
終
盤
に
近
付
い
て
来
る
と
、
候
補
者
ら
の
動
き
も

一
層
活
発

化
す
る
。
エハ
月
二
十
日
の
報
告
昴
）に
山
田
の
動
き
に
つ
い
て
「同
人
ノ
運
動
モ

中
々
朧
大
ニ
シ
テ
Ｈ
占
村
住
古
村
御
幸
村
等
ヲ
五
六
日
前
ヨ
リ

一
戸
毎
二
立
寄

り
巡
回
ナ
シ
居
レ
リ
ト
云
フ
」
と
あ
る
。
ま
た
政
談
演
説
会
も

「来
ル
十
二
日

午
后
六
時
ヨ
リ
当
川
崎
町
停
車
場
ノ
傍
側
ナ
ル
小
川
松
五
郎
所
有
家
屋
内
二
於

テ
伊
藤
仁
太
郎

一
名
ニ
テ
政
談
演
説
ヲ
為
ス
ヨ
シ
之
レ
ハ
第
二
区
候
補
者
選
定

一
件
二
付
ナ
ス
ョ
シ
ニ
テ
山
田
泰
造
ノ
為
メ
ナ
リ
ト
云
フ
」
と
あ
る
よ
う
に
計

画
さ
れ
て
い
た
。
演
説
会
は
実
際
に
は
川
崎
町
八
三
六
番
地
安
藤
清
五
郎
方
に

お
い
て
午
後
八
時
よ
り
開
か
れ
た
，
Ｖ
伊
藤
に
よ
り
「衆
議
院
議
員
ノ
撲
挙

ハ

尤
モ
慎
重
ナ
ル
フ
要
ス
」
と

「自
由
党
ノ
党
議
ヲ
釈
義
ス
」
と
題
す
る
二
題
の

講
演
が
な
さ
れ
た
■
了
伊
藤
は
痴
遊
と
号
し
、
民
権
運
動
の
壮
卜
と
し
て
特
に

政
治
講
談
で
活
躍
し
た
人
物
で
　
既
に
警
察
当
局
か
ら
も
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
、
「臨
監
及
ヒ
取
締
等

ハ
其
署
二
於
テ
便
宜
可
為
致
候
伊
藤
仁
太
郎

ハ
動

モ
ス
レ
パ
過
激
ノ
言
語
フ
発
ス
ル
ノ
弊
有
之
候
」
ら
）と
演
説
会
に
臨
ん
で
厳

重
な
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
と
い
う
と
、
「集
会
条
例
等
二
抵
触
ス

ル
コ
ト
モ
無
之
亦
衆
議
院
議
員
撰
挙

ハ
尤
慎
重
ナ
ル
フ
要
ス
ト
ア
ル
演
題
ノ
如

キ

ハ
大
塚
成
吉
卜
吉
田
正
春

ハ
議
員

二
適
当
ス
ル
者
ニ
ア
ラ
ス
唯
夕
山
田
泰
造

一
人
ノ
ミ
適
当
ノ
人
物
ナ
リ
ト
称
賛
」
す
る
ば
か
り
で
、
こ
れ
が
万

一
、
反
対

派
の
吉
円

・
大
塚
の
党
派
の
者
が
い
た
と
し
た
ら
、
大
変
な
騒
ぎ
に
な
っ
た
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
う
し
た
混
乱
は
な
く
、
「時
々
拍
手
ス
ル
者
ア
ル
モ
聴
衆

ハ

百
四
十
名
計
リ
ナ
ル
モ
車
夫
或

ハ
鳶
人
足
ノ
如
キ
賤
業
者
フ
以
テ
半
数
以
上
充
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満
シ
タ
ル
模
様

二
付
演
説
ラ
解
ス
ル
者
少
ク
欠
仲
ス
ル
者
ア
リ
或

ハ
半

ハ
眠
ラ

ン
ト
シ
亦

ハ
眠
リ
タ
ル
者
モ
ア
リ
タ
ル
儀

二
付
場
内

ハ
静
カ
ナ
ル
迄

ニ
シ
テ
同

人
ノ
演
説

二
感
シ
タ
ル
ト
云
フ
程
ノ
者
モ
ナ
ク
午
后
十

一
時
二
十
分
頃
閉
会
」

り^
し
た
と
い
う
、
余
り
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
な

い
状
況
で
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

ま
た
、
・
）
の
二
日
前

の
六
月
二
十
日
に
は
、
都
筑
郡
川
場

（川
和
の
誤
記
か
？
）

に
お
い
て
大
塚

・
吉
田

・
山
田
三
候
補
者
の
立
会
演
説
会
が
企
画
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
山
田
は
こ
の
演
説
会
に

「差
支
」
が
あ
る
か
ら
と
出
席
し
て
い
な

い
。

演
説
会
の
趣
旨
は

「大
塚
力
人
物
ナ
ル
カ
或

ハ
山
田
力
人
物
ナ
ル
カ
フ
比
較
シ

其
人
物
ナ
ル
方

へ
左
担
シ
投
票

ス
ル
」
と
い
う
の
が

「
選
挙
人
ノ
心
組
」
で
あ

っ
た
。
山
田
は
当
時
、
選
挙
違
反
問
題
の
渦
中
に
あ
り
、
こ
う
し
た
趣
旨
が
明

ら
か
な
演
説
会
に
の
こ
の
こ
と
出
か
け
て
い
け
ば
、
当
然
、
対
立
候
補
や
反
対

派
か
ら

い
ら
ぬ
攻
撃
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
し
て
欠
席
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
そ
の
た
め

「
山
川

ハ
事
故

二
托
シ
出
席
セ
サ
ル
ハ
中
劣

ニ
ン
テ

大
塚
及
古
田

ニ
ハ
及

ハ
サ
ル
フ
以
テ
ノ
故
ナ
ラ
ン
」
と
、
欠
席
裁
判
の
う
え
、

反
対
派
に
よ

っ
て
評
判
を
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る

■
了

四
　

「吉
田
正
春

ノ
失
望
卜
憤
怒
」

選
挙
戦
終
盤
に
至
り
大
き
な
番
狂
わ
せ
が
起
こ
る
こ
γ

今
ま
で
吉
田
派
に

属
し
、
表
面
的
に
は
彼
の
た
め
に

「奔
走
尽
カ
ナ
シ
」
て
き
た
添
田
知
義
が
自

ら
出
馬
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
巷
説
で
は
知
義
の
父
知
通
の
出
馬
が
噂
さ
れ

知
義
自
体
も
こ
れ
を
支
援
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
時
期
も
あ
り
、
ま
た
当

時
、
知
通
が
県
収
税
長
を
辞
職
し
て
お
り
、
辞
職
し
た
限
り
は
選
挙
に
出
馬
す

る
に
違
い
な
い
と
い
う
風
評
ま
で
流
れ
て
い
た
。
）に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
通

は
高
齢
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
出
馬
を
断
念
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た

時
期
、
添
田
に
吉
田
を
裏
切
ら
せ
た
の
は
、
古
用
に
も
選
挙
違
反
の
疑
い
が
掛

か
っ
て
き
た
こ
と
に
も
よ
る
ら
し
い
。
添
田
が

「爾
米
吉
田
ノ
為
メ
ニ
奔
走
ノ

労
フ
執
ラ
ス
亦
夕
尽
カ
フ
ナ
ス
能

ハ
ス
各
撰
挙
人
諸
君

ハ
各
自
ノ
欲
ス
ル
所
ノ

人
二
投
票
セ
ラ
レ
度
ク
曽
テ
吉
田

へ
投
票
ス
ル
コ
ト
フ
依
頼
シ
タ
ル
義

ハ
取
消

ス
趣
フ
通
報
シ
タ
ル
ト
カ
ニ
テ
古
川

ハ
失
望
卜
慣
怒
ヲ
ナ
シ
居
レ
リ
ト
云
フ
」

こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

添
田
の
支
持
者
は
子
安
村
村
長
飯
田
彰
重
・
日
吉
村
村
長
深
瀬
啓
十
郎
ら
で
、

二
七
日
、
町
田
村
役
場
に
集
会
し
て
添
田
を
候
補
者
に
選
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は

「吉
田
正
春

ハ
財
産
差
押

へ
其
他
都
筑
郡
ノ
或
ル
撲
挙
人

へ
書
面

フ
発
シ
投
票
ナ
シ
呉
レ
タ
ル
時

ハ
相
当
ノ
報
酬
フ
ナ
ス
旨
ヲ
約
束
セ
リ
ト
云
ヒ

亦
夕
山
田
秦
造
モ
同

一
ノ
撲
挙
人
へ
向
ツ
テ
同
様
ノ
約
束
フ
ナ
シ
タ
リ
故
二
山

田
力
吉
田
力
何
レ
ヘ
カ

一
名
当
選
ス
ル
時

ハ
必
至
告
発
フ
ナ
シ
刑
セ
ラ
ル
ヽ
モ

ノ
ア
ラ
ン
故
二
右
両
名
ノ
中

一
人
ガ
当
撲
ス
レ
ハ
忽
チ
犯
罪
人
フ
生
シ
不
都
合

ノ
僚

二
付
添
田
知
義
力
可
然
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
事
態
に
直
面
し
て
、
当
然
、
古
田
も
何
ら
か
の
対
応
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
翌
日
二
八
日
に
は
早
速
、
各
選
挙
人
に
対
し
て
次
の
書
面

を
送
付
し
て
い
る
こ
了

拝
啓
陳
若
小
生
義
兼
テ
有
志
者
ノ
請
求
二
依
り
本
県
第
二
区
衆
議
院
議
員

候
補
者
タ
ル
事
フ
承
諾
致
居
候
事

ハ
御
承
知
之
通
二
御
坐
候
然
ル
ニ
同
志

者
中
二
於
テ

一
個
之
異
論
者
相
生
シ
候
二
付
北
田
正
薫
八
木
原
繁
祉
両
君

ヲ
以
テ
其
趣
意
相
尋
候
所

一
方
ニ
ハ
是
非
共
添
田
知
義
氏
ヲ
推
挙
致
シ
度

ト
ノ
趣
ニ
テ
従
前
ノ
行
為
ト
モ
相
反
シ
各
個
人
運
動
相
成
候
テ
ハ
向
来
撲

挙
上
ノ
不
利
益
共
可
相
成
二
付
両
君
二
於
テ
再
三
論
難
相
成
候
得
共
何
分

其
意
二
応
セ
ス
党
二
分
立
相
成
候
得
共
小
生

ハ
依
然
従
来
ノ
通
候
補
者
タ

ル
地
位
フ
変
セ
ス
候
間
御
賛
成
ノ
諸
君

ハ
何
卒
事
情
御
洞
察
之
上
此
段
御

信
認
被
成
下
度
右
順
木
為
念
御
報
道
仕
候
也

明
治
十
三
年
六
月
　
日

吉
田
正
春

こ
こ
に
は
自
分
が
候
補
者
と
な

っ
た
の
は
何
も
好
き
好
ん
で
そ
う
な

っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
地
域
の

「有
志
者
ノ
請
求
」
を
受
け
、　
つ
ま
り
頼
ま
れ
て
候
補

者
に
な

っ
て
や
っ
た
ん
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
こ
う
い
う
形
で
今
に
な

っ
て
見

限
ら
れ
よ
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
慣
愚
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
六
月
二
七
日
付
の
報
告
に
失
意
の
古
田
と
山
田
と
が
た
ま
た
ま
顔
を
合

わ
せ
た
場
面
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
六
日
の
午
後
三
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時
頃

「川
崎
町
停
車
場
傍
ラ
」
に
お
い
て
両
者
が
出
会
い
、
吉
田
が
山
田
に
対

し
て

「足
下

ハ
運
動
費
モ
充
分
ナ
ル
フ
以
テ
運
動
モ
頗
ル
盛
大
ナ
ル
ガ
小
生
ノ

如
キ

ハ
金
銭
二
欠
乏
フ
告
ゲ
居
ル
ニ
ハ
当
惑
ス
ル
云
々
」
と
愚
痴
め
い
た
言
葉

を
告
げ
、
こ
れ
を
聞
い
た
山
田
は

「苦
キ
顔
色
フ
ナ
シ
居
リ
タ
リ
」
と
い
う
の

で
あ

っ
た
８
了

さ
て
添
田
の
出
馬
理
由
で
あ
る
が
、
史
料
に
み
ら
れ
る
通
り
、
支
援
し
て
き

た
古
田
が
財
産
差
押
え
を
受
け
た
と
か
、
あ
る
い
は
い
ず
れ
山
田
と
同
じ
よ
う

に
選
挙
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
不
利
な
状
況
に
立
ち
至

っ

た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
山
田

・
吉
田
と
い
っ
た
い
わ
ば

中
央
政
界
の
名
士
に
対
す
る
地
元
意
識
と
い
っ
た
も
の
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
山
田
は
川
崎
出
身
と
い
っ
て
も
前
述
の
よ
う
に
活
動
の
場
は
中
央

で
あ

っ
た
。
両
者
と
も
に
明
治
二
二
年

一
二
月
二
六
日
の
保
安
条
例
即
日
施
行

後
、
神
奈
川
県
に
居
を
移
し
た
者
で
あ
る
。
既
に
添
田
は
県
会
議
員
と
し
て
も

活
動
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
し
て
の
問
題
意
識
に
目
覚
め
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

五
　

選
挙

の
結
果

ま
ず
選
挙
当
日
の
模
様
を
み
て
お
こ
う
。
神
奈
川
県
警
で
は
選
挙
当
日
の
混

乱
を
予
想
し
て
か
、
早
く
か
ら
投
票
所
へ
の
警
察
官
配
置
を
考
え
て
い
た
。
川

崎
分
署
管
内
で
は
、
本
部
か
ら
二
名
の
派
遣
を
受
け
、
七
ケ
所
の
投
票
所
に

一

一
名
を
配
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
Ｒ
Ｙ
と
こ
ろ
が
、
一円
述
の
山
田
泰
造
の

選
挙
違
反
問
題
が
起
こ
る
と
、
川
崎
分
署
で
は
山
田
ら
の

「取
調
二
着
手
ン
タ

ル
景
況
二
付
右
等
ノ
党
員

ハ
或

ハ
之
力
為
メ

一
層
激
昂
ス
ル
ヤ
ノ
模
様
モ
有
之

且
ツ
競
争
頗
ル
盛
ン
ナ
ル
」
状
況
で
あ
る
か
ら
と
、　
一
層
の
事
態
悪
化
を

′し、
配

し
て
、
本
部
か
ら
さ
ら
に
四
名
の
増
派
を
要
請
し
て
い
る
，
γ

し
か
し
当
日
は
こ
の
よ
う
に
厳
重
な

（？
）
警
備
体
制
を
敷
い
た
割
に
は
、

■
想
さ
れ
た
は
ど
の
混
乱
も
な
く
無
事
に
終
了
し
た
。
報
告
に
は

「当
署
部
内

七
ケ
所
ノ
投
票
所

ハ
無
事
平
穏
二
閉
会
候
」
、
ま
た

「木
日
ハ
前
十
数
日
来
ノ
景

況
ニ
ョ
ル
ト
キ

ハ
必
ス
壮
十
ノ
横
行
卜
投
票
所
ノ
混
雑
モ
ア
ル
ナ
ラ
ン
ト
推
測

ナ
シ
タ
ル
フ
以
テ
投
票
所
ノ
取
締
卜
村
落
ノ
巡
選
フ
厳
重
ニ
シ
タ
ル
ニ
案

二
相

違
シ
テ
壮
士
輩
卜
思
料
ス
ル
者
力
徘
徊
ナ
シ
居
ル
フ
見
ス
亦
投
票
所
内

ハ
勿
論

近
傍

二
於
テ
モ
撰
挙
人
ノ
混
雑
ヲ
見
ス
且

ハ
往
来
等

二
於
テ
選
挙
人
力
相
互

ニ

勧
誘
ス
ル
等
ノ
行
為
ナ
ク
投
票
所
内
外

ハ
皆
静
粛

ニ
シ
テ
背
法
ノ
所
業
フ
ナ
ス

者
ナ
ク
実
二
意
外
ナ
ル
平
穏
無
事

ニ
シ
テ
右
ノ
如
キ
敬
祝
ス
ヘ
キ
景
況
卜
秩
序

井
然
タ
ル
状
況
フ
見
ル
コ
ト
フ
得
タ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
警
備
ノ
厳
粛
タ
ル
ト
選

挙
人
力
警
戒
心
ヲ
起
シ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
タ
ル
ニ
職
由
ス
ル
ナ
ラ
ン
ト
被
存
候
」

と
あ
る
。

選
挙
結
果
は
残
念
な
が
ら

『川
警
文
書
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当

時
の
新
開
発
表
な
ど
に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
昴
了

山
田
泰
造
七
五

一
票

（当
選
）
　

大
塚
成
吉
四
八
六
票

添
田
知
義
二
七
五
票
　
　
　
　
　
佐
藤
貞
幹

一
九
二
票

吉
田
正
春
九

一
票
　
　
中
島
信
行
二
五
票
　
　
そ
の
他
三
二
票

当
初
、
山
田
二
日
田
・
大
塚
三
者
の
巴
戦
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

終
盤
に
い
た
り
添
田
の
吉
田
派
か
ら
の
離
反
、
自
ら
の
出
馬
と
い
う
事
態
を
迎

え
、
吉
田
は

一
挙
に
後
退
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
大
塚
は
改
進
党

内
で
は
他
に
対
立
候
補
が
い
な
か

っ
た
が
、
他
の
地
盤
ま
で
切
り
崩
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
添
田
は
最
後
の
最
後
に
出
馬
し
て
、
さ
し

た
る
運
動
期
間
も
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
善
戦
し
た
と
い
え
よ
う
。

一〈
　
選
挙
後
の
模
様

選
挙
後
の
模
様
に
つ
い
て
、
『川
崎
警
察
署
文
書
』
は
余
り
詳
し
く
伝
え
て
く

れ
な
い
が
、
特
に
終
盤
に
至
っ
て
翻
心
し
、
吉
田
を
裏
切
っ
て
自
ら
出
馬
し
た

添
田
に
対
す
る
批
判
が
残
さ
れ
て
い
る
昴
γ

中
で
も
神
奈
川
県
倶
楽
部
員
の

慣
激
が
最
も
激
し
か
っ
た
よ
う
で
、
彼
の
行
為
を

「最
モ
卑
劣
ナ
ル
挙
動
」
と

捉
え
、
「同
人
ガ
当
選
セ
サ
ル
ハ
愉
快
ナ
リ
若
シ
万

一
当
選
ス
ル
ト
キ
ハ
」
同
倶

楽
部
員
に
よ
っ
て

「暴
行
ノ
変
ア
ル
ヤ
モ
難
計
故
二
当
選
セ
サ
ル
ハ
却
テ
危
難

フ
避
ケ
タ
ル
ノ
利
益
ア
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
同
人
ノ
為
メ
賀
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ラ

ン
何
ニ
セ
ヨ
本
人

ハ
卑
劣
ニ
シ
テ
狡
猾
ナ
ル
人
物
ナ
リ
云
々
」
と
い
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
た
い
し
て
添
田
の
方
も
、
は
じ
め
の
う
ち

「盛
ン
ニ
吉
田
正
春
ノ
為

メ
ニ
カ
フ
尽
シ
途
中
二
於
テ
返
心
シ
吉
田
正
春
フ
棄
テ
自
身
第
二
区
候
補
者
ノ

一
人
ト
シ
テ
運
動
ラ
始
メ
タ
ル
モ
其
結
果

ハ
失
敗
フ
取
り
却
テ
社
会
ノ
人

ハ
卑

劣
ナ
リ
ト
評
フ
被
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
一
大
失
策
フ
ナ
シ
タ
リ
云
々
卜
悔
悟
ナ
シ

居
ル
」
と
い
う
殊
勝
な
態
度
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
■
了
ま
た
、
こ
れ
に

先
立
ち
彼
の
居
住
地
町
田
村
で
は
次
の
様
な
状
況
に
な

っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

「同
人

ハ
一
二
年

ハ
政
治
Ｌ
又
ハ
社
交
上
ノ
事
ニ
ハ
奔
走
セ
ス
ト
云
ヒ
居
ル
ョ

シ
而
シ
テ
町
田
村
ノ
重
立
タ
ル
者

ハ
ロ
下
村
長
ナ
キ
フ
以
テ
再
度
村
長
ト
ナ
リ

呉
レ
候
様
掛
合
中
ナ
ル
モ
添
田
ハ
就
職
ヲ
辞
シ
居
ル
モ
其
実

ハ
村
会
二
於
テ
決

議
ス
ル
以
上

ハ
再
応
職
二
就
ク
精
神
ナ
ラ
ン
ト
云
フ
」
，
ダ
ヽ
で
つ
，テ
」で
、
決

し
て
地
域
の
信
望
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
も
と

も
と
吉
田
を
見
限

っ
て
出
馬
し
た
の
も
飯
田
彰
重
ら
地
域
の
有
力
者
に
要
請
さ

れ
て
で
あ

っ
た
。
た
と
え
か
つ
て
の
旧
自
由
党
、
神
奈
川
県
倶
楽
部
の
関
係
者

か
ら
非
難
さ
れ
よ
う
と
も
、
地
域
で
の
彼
の
勢
力
は
揺
る
ぎ
様
の
無
い
も
の
で

あ

っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
選
挙
終
盤
に
な

っ
て
選
挙
違
反
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
山
田
泰
造
で
あ
る

が
、
見
事
に
当
選
を
果
た
し
た
こ
と
で
反
対
派
か
ら
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な

っ
た
模
様
で
あ
る
。
特
に
飯
田
彰
竜
・同
快
三
両
名
は
、
山
田
の
当
選
を

遅
退

憾

二
思
ヒ
賄
賂
ヲ
山
田
泰
造
力
配
贈
ナ
シ
タ
ル
所
ア
ル
ヤ
否
ヤ
捜
索
ナ
シ
居
ル

ノ
所
確
証
ヲ
得
タ
ル
趣
ヲ
以
テ
本
月
二
日
右
両
名

ハ
中
山
部
長
へ
面
会
シ
山
田

泰
造
改
選
ノ
件
フ
談
話
ナ
シ
タ
」
３
）と
い
う
ｏ
し
か
し
こ
の
後
、
山
田
の
選
挙

違
反
を
理
由
に
改
選
が
行
わ
れ
た
事
実
は
な
い
の
で
、
何
と
か
穏
使
に
済
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
。

し
ば
ら
く
し
て
か
ら
山
田
の
当
選
を
祝
う
懇
親
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
期
日

は

一
〇
月

一
五
日
午
前
九
時
頃
か
ら
で
、
そ
の
様
子
は

「大
師
河
原
村
人
民
三

百
名
計
リ
ハ
川
崎
町
停
車
場

へ
集
り
唐
縮
緬
ノ
旗
二
本
押
立
テ

一
本

ハ
山
田
泰

造
万
歳

一
本

ハ
大
日
本
帝
国
万
歳
卜
記
シ
隊
伍
フ
組
ミ
陸
路
神
奈
川
町
神
風
楼

へ
進
行
ス
ル
計
画
フ
ナ
シ
タ
ル
ヨ
シ
エ
テ
此
ノ
会
費

ハ
有
志
者
ヨ
リ
升
銭
ツ
ヽ

徴
収
ス
ル
ト
云
フ
而
シ
テ
三
百
名

ハ
同
村
内
紛
議

ニ
ハ
原
被
ノ
位
置

二
居
リ
タ

ル
者
共
ナ
レ
ハ
此
ノ
会
ヲ
行
貨
ト
シ
和
解
親
睦
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
ノ
＝
的
ヲ
兼
ネ

夕
」
も
の
で
あ
り
、
「川
崎
町
停
車
場
近
傍

二
於
テ
煙
花
二
三
十
本
及
神
風
楼
近

傍
二
於
テ
百
本
程
フ
打
揚
ク
ル
」
計
画
で
あ
っ
た
■
了
大
師
河
原
村
で
は
、
養

蠣
場

・
海
苔
場
な
ど
村
共
有
地
を
め
ぐ

っ
て
村
会
で
激
し
い
紛
議
が
生
し
て
い

た
。
選
挙
当
日
、
有
権
者
七
八
名
の
内
九
名
が
投
票
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
中

に
は
、
不
正
が
追
及
さ
れ
て
い
た
、
旧
村
長
内
田
佐
五
右
衛
門

・
旧
助
役
石
渡

太
助
も
い
た
■
了

彼
ら
は
選
挙
に
よ

っ
て
こ
の
対
立
関
係
が
さ
ら
に
紛
糾
す

る
こ
と
を
恐
れ
て
、
棄
権
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
『川
警
文
書
』

は
こ
の
村
内
紛
議
が
ど
う
な
っ
た
か
を
伝
え
て
く
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
選
挙
終
了
後
の
橋
樹
郡
人
民
の
政
治
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ

っ
た
ろ
う
か
。
確
か
に
何
回
か
の
政
談
演
説
会
や
懇
親
会
が
開
か
れ
て
お
り
、

ま
た
第

一
回
帝
国
議
会
開
催
当
日
の
一
一
月
二
五
日
に
は
川
崎
町
で

「軒
提
燈

ヲ
釣
シ
踊
屋
台
ヲ
設
ケ
煙
花
ヲ
打
揚
ケ
亦
小
学
校
生
徒
フ
シ
テ
町
内
フ
進
行
セ

シ
メ
祝
意
フ
表
ス
ル
」
計
画
が
あ
り
、
ま
た

「各
村
モ
当
ロ
ハ
業
ヲ
体
ミ
大
々

祝
杯
フ
挙
ケ
ル
」
と
い
う
盛
り
上
が
り
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
、
人
師

河
原
村
で
は
立
憲
自
山
党
に
加
入
す
る
も
の
が
多
数
出
て
い
る
■
了

し
か
し
、

こ
う
し
た
反
面
、
「当
署
部
内
人
民

ハ
政
治
思
想
ニ
ハ
頗
ル
冷
淡
卜
云
ハ
サ
ル
フ

得
ス
平
素
政
治
上
二
奔
走
ス
ル
有
志
家
稀
レ
ニ
シ
テ
町
村
二
於
テ
重
立
タ
ル
者

卜
雖
ト
モ
政
治
上
ノ
事

ハ
度
外
視
シ
居
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
故

二
政
談
演
説
会
ノ
開

会
ア
ル
モ
敢
テ
傍
聴
セ
ン
ト
ス
ル
者
ナ
シ
随
テ
軽
騒
過
激
ノ
挙
動
ヲ
ナ
ス
壮
士

輩
二
欠
乏
ス
然
シ
動
ス
レ
ハ
壮
士
ノ
対
面
ヲ
備

へ
運
動
セ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
田
中

亀
之
助
ノ
如
キ
人
物
ナ
リ
其
他

ハ
皆
ナ
苦
実
温
厚
ノ
人
物
ノ
ミ
ト
云
フ
ヘ
シ
故

二
＝
下
各
地
二
於
テ
様
々
論
議
ノ
焦
点
ト
モ
ナ
リ
居
ル
対
等
条
約
論
ノ
如
キ
モ

之
ヲ
喋
々
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
模
様

ニ
シ
テ
平
穏
無
事
ト

ム
フ
ヘ
シ
」
な
ど
と
も
報

告
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
テ
了

以
上
の
両
極
端
と
も
言
え
る
報
告
か
ら
当
時
の
橘
樹
部
内
人
民
の
政
治
意
識

が
ど
う
で
あ

っ
た
か
を
結
論
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
以
下
の
政
談
演

説
会
の
状
況
報
告
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
選
挙
権
を
持
た
な
い
大
多
数
の
下
層

一
般
大
衆
の
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

九
月
二
七
日
午
後
七
時
よ
り
、
川
崎
町
堀
之
内
小
川
松
五
郎
借
家
に
て
。
「聴

衆
廿
■
名
ニ
シ
テ
弁
士
ノ
演
壇
二
■
リ
タ
ル
ハ
午
后
八
時
十
分
開
会

ハ
同
十
時
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升
分
開
会

ハ
同
十
時
十
分
ナ
リ
而
シ
テ
弁
士
ノ
拙
劣
ナ
ル
ト
徒
ラ
ニ
漢
語
フ
用

ユ
ル
為
メ
ニ
演
趣
意
ヲ
聴
衆
二
了
解
セ
シ
ム
ル
能

ハ
ス
且
ツ
十
五
名
ノ
聴
衆

ハ

車
夫
或

ハ
職
エ
ノ
如
キ
ロ
二
一
丁
字
ナ
キ
労
働
社
会
ノ
者
ヲ
以
テ
十
中
八
九
ヲ

満
タ
シ
居
リ
タ
ル
故
弁
士

ハ
節
度
フ
失
ヒ
タ
ル
大
声
ヲ
発
シ
聴
衆

ハ
欠
伸
ス
ル

ノ
ミ
何
ン
タ
ル
感
動
ヲ
与

ヘ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
無
事
閉
会
」
翁
）し
た
と
い
う
体

た
ら
く
で
弁
士
の
質
、
聴
衆
の
質
、
と
も
に
問
題
が
あ

っ
た
ょ
う
で
あ
る
。

ま
た
、　
一
〇
月
二
日
午
後
六
時
か
ら
川
崎
町
堀
之
内
八
三
六
番
地
で
開
か
れ

た
演
説
会
に
は
三
名
の
弁
士
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
午
後
八
時
頃
よ
り
登
壇
し
、

四
五
、
大
名
か
ら
六
四
名
の
聴
衆
を
集
め
、
同
夜

一
一
時
に
開
会
し
た
●
了
し

か
し

「会
場
ノ
景
況

ハ
静
カ
ニ
シ
テ
ノ
ー
ノ
声
フ
発
ス
ル
者
稀
レ
ニ
ア
リ
亦
時

二
喝
衆
ス
ル
者
ア
ル
モ
」
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
為
も
あ

っ
て
か
、
「感
動
フ
与
ヘ

タ
ル
ト
云
フ
程
ニ
モ
無
之
或

ハ
喫
煙
シ
又

ハ
欠
仲
ス
ル
等
ノ
景
況
ニ
シ
テ
弁
士

ノ
言
語
モ
粗
暴
過
激
二
流
ル
ヽ
事
ナ
ク
至
極
静
穏
」
で
あ

っ
た
と
い
う
昴
γ

堀
之
内
八
三
六
番
地
と
い
う
の
は
、
先
の
小
川
松
五
郎
の
持
屋
で
ａ
。
こ
の

後

一
二
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
連
続
で
午
後
六
時
か
ら

一
一
時
ま
で

（り
と
同
月
九
日
午
後
七
時
か
ら
８
）
の
政
談
演
説
会
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

四
日
の
演
説
会
の
様
子
は

「聴
衆
廿
名
計
り
頗
ル
寂
蓼
タ
ル
モ
ノ
」
ａ
）で
、

「
廿
名
ノ
聴
衆

ハ
下
等
社
会
ノ
者
多
ク
川
崎
町
二
於
テ
中
以
上
ノ
者

ハ
見
受
ケ

ス
大
抵
車
夫
鳶
人
足
或

ハ
農
大
体
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
演
説
二
感
動
ス
ル
コ
ト
ナ
ク

欠
伸
卜
中

ハ
大
声
ノ
為
メ
睡
眼
フ
開
ク
フ
見
受
ケ
タ
リ
故
二
弁
士

ハ
頗
ル
失
望

ノ
体
ニ
ン
テ
宿
料
支
弁
ノ
途
二
窮
シ
タ
ル
カ
如
キ
景
況
」
８
）で
あ

っ
た
。
ま
た

翌
日
は
会
主
兼
弁
士
岡
田
重
三
郎
と
傍
聴
人
五
藤
正
隣
と
の
間
で
暴
行
事
件
が

起
き
、
さ
ら
に
こ
れ
が
弁
士
中
西
三

一
郎

・
和
日
常
蔵
の
官
吏
侮
辱
事
件
ま
で

も
惹
起
す
る
の
で
あ
る
屁
了

七
　
お
わ
り
に

『川
警
文
書
』
は
初
期
高
等
警
察
の
報
告
書
で
あ
る
。
政
治
的
な
関
心
、
治

安
維
持
の
立
場
か
ら
の
調
査
報
告
が
主
と
な

っ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
第

一
回
総
選
挙
の
状
況
は
全
報
告
の
ほ
ん
の
一
部
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
『川
警
文

圭
ど

を
他
の
視
点
か
ら
利
用
し
た
研
究
成
果
と
し
て
は
、
既
に
文
書
中
、
「貧
民

ノ
景
況
」
な
ど
と
題
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
事
象
を
元
に
し
て
、
本
会
主
催
の

川
崎
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
講
演
会
で
植
山
淳
が
発
表
し
た
「
川
崎
警
察
署

文
書
』
に
お
け
る
地
域
と
民
衆
」
が
あ
る
θ
了

こ
の
他
に
も
大
師
河
原
村
の
海
苔
場
や
共
有
金
、
さ
ら
に
貧
民
救
済
な
ど
を

め
ぐ
る
紛
議
、
川
崎
町
で
の
共
有
金
紛
議
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し

た
町
村
内
紛
議
を
め
ぐ

っ
て
当
時
の
地
域
の
実
態
の

一
端
を
解
明
し
て
行
く
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
各
村
長
や
助
役
の
就
任

・
辞
任
を
め
ぐ
る
記

録
か
ら
、
地
域
の
公
職
と
地
域
の
有
力
者
と
の
関
係
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

行
く
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く

『川
警
文
書
』
に
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
多

く
の
問
題
を
照
射
す
る
手
懸
か
り
が
た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

江ヽ

『新
詳
説
日
本
史
』
山
川
出
版
社
、　
一
九
九

一
、
二
六
三
頁
。

内
田
修
道

「議
会
政
治
の
発
足
と
県
政
」
亀
神
奈
川
県
史
』
通
史
編

四
、
第
二
章
）
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
。
「京
浜
歴
科
研
年
報
』
（以
下

『年
報
』
と
略
す
）
第
五
号
、　
一
九
九

一
、　
一
月
刊
で
全
文
翻
刻
。
『川

崎
市
史
』
で
も

一
部
掲
載
し
て
い
る
。
『川
崎
警
察
署
文
書
』
の
性
格
等

に
つ
い
て
は
、
植
山
淳

日
川
崎
警
察
署
文
書
」
を
め
ぐ

っ
て
」
亀
年
報
』

第
四
号
、　
一
九
九
〇
、　
こ

お
よ
び
、
『年
報
』
第
五
号

「解
題
」
（植

山
淳
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（１
）
に
同
じ
。

『明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
Ⅳ
、
毎
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、　
一

九
八
四
、
史
料
編
。

（５
）

一削
掲

一年
報
」
第
五
号

（以
下

『川
警
』
と
略
す
）、
三
頁

「秘
川
乙

第
十
八
号
　
臨
時
報
告
」
。
原
文
中
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
訂
正

。
加
除
を
加
え
た
。

（６
）

新
井

一
弘

・
大
湖
賢

一
「山
田
泰
造
　
不
屈
の
民
権
代
言
人
」
（大
畑

哲
編

『続
よ
み
が
え
る
群
像
　
神
奈
川
の
民
権
家
列
伝
』
か
な
し
ん
出

4  3 2   1
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版
、　
一
九
八
九
）。

（７
）
　

一削
掲
、
植
山

「
『川
崎
警
察
署
文
書
」
を
め
ぐ

っ
て
」

（８
）
　

明
治
三
二
年
八
月
二
六
日

「法
律
第
二
十
二
号
」
と
し
て
公
布
。

掲

『明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
Ⅳ
。

（９
）
　

『川
警
』、
三
頁

「秘
川
乙
第
十
八
号
　
臨
時
報
告
」
。

（１０
）

同
、
二
貞
。

（Ｈ
）
　

同
、　
一
四
頁

「秘
川
乙
第
二
三
号
　
れこ
期
通
報
」。

（‐２
）
　

（‐０
）
に
同
じ
。
島
田
武
助
は
川
崎
町
で
呉
服
商
を
営
む
。

（‐３
）
　

『川
警
』
、　
三
ハ
頁

「秘
川
乙
第
二
五
号
　
臨
時
通
報
」
。

（‐４
）
　

同
、　
一
五
頁

「秘
川
乙
第
二
三
号
　

こ^
期
通
報
」
。

（‐５
）
　

同
、
三
頁

「秘
川
乙
第
二
十
号
　
（こ
時
報
告
」
。

（‐６
）
　

同
、　
一
四
貞

「秘
川
乙
第
二
三
号
　
｛工
期
通
報
」。

（‐７
）
　

同
、
二
三
頁

「秘
川
乙
第
四
人
号
　
臨
時
通
報
」。

（‐８
）
　

（‐６
）
に
同
じ
。

（‐９
）
　

（‐５
）
に
同
じ
。

（２０
）
　

「川
警
』、
四
頁

「秘
川
乙
第
二
十
四
号
　
｛正
時
報
告
」
。

（２‐
）
　

同
、　
一
八
頁

「秘
川
乙
第
四
〇
号
　
｛こ
期
通
報
」。

（２２
）

同
右
。

（２３
）
　

『川
警
」
、　
王
ハ
頁

「秘
川
乙
第
二
五
号
　
臨
時
通
報
」
。

（２４
）
　

同
、
四
頁

「秘
川
乙
第
二
十
五
号
」。

（２５
）
　

同
、
二
四
頁

「秘
川
乙
第
五
〇
号
」。

（２６
）

一削
掲

『明
治
ニ
ュ
ー
ス
事
典
』
Ⅳ
。

（２７
）
　

『川
警
』
、
三
二
頁

「秘
川
乙
第
六
〇
号
」
。

（２８
）
　

『毎
日
新
聞
』
、
明
治
二
三
年
六
月
二
八
日
付
。

（２９
）
　

『川
警
』
、
二
五
頁

「秘
川
乙
第
五
四
号
　
｛疋
期
通
報
」。

（３０
）
　

同
、
二
三
頁

「秘
川
乙
第
四
八
号
　
臨
時
通
報
」。

（３‐
）
　

同
、
四
頁

「秘
川
乙
第
二
十
壱
号
」
。

（３２
）
　

同
、
四
頁

「秘
川
乙
第
二
十
四
号
　
れこ
時
報
告
」。

（３３
）

同
、　
〓

一頁

「秘
川
乙
第
二
九
号
」。

（３４
）
　

同
、　
三
二
頁

「秘
川
乙
第
二
〇
号
　
臨
時
通
報
」。

（３３
）
に
同
じ
。

、川
警
』
、
二
二
頁

「秘
川
乙
第
四
七
号
　
臨
時
通
報
」。

同
、
二
六
頁

「秘
川
乙
第
五
六
号
」
、
三

一
頁

「秘
川
乙
第
■
三
号
」。

伊
藤
痴
遊
お
よ
び
、
当
日
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
「県
史
を
学
ぶ
会
」

例
会
記
録
、
柴
田
洋
子

（『京
浜
歴
科
研
会
報
』
〈
以
下

『会
報
』
と
略

す
〉
第
四
二
号
、　
一
九
八
七
、
七
）、
伊
東
富
昭

「伊
藤
仁
太
郎

（痴
遊
）

の
政
談
演
説
会
か
ら
」
亀
会
報
』
第
四
三
号
、　
一
九
八
七
、
九
）、
奥
田

和
美

「
『川
崎
警
察
署
文
書
』
に
お
け
る
伊
藤
痴
遊
の
政
談
演
説
覚
書
」

↑
会
報
』
第
四
七
号
、　
一
九
八
八
、　
こ

を
参
照
さ
れ
た
い
。

『川
警
」
、
三
二
頁

「秘
橘
乙
第
九
十
四
号
」。

同
、
二
人
頁

「秘
川
乙
第
五
六
号
」。

同
、
二
四
頁

「秘
川
乙
第
四
八
号
　
臨
時
通
報
」
。

同
、
三
二
頁

「秘
川
乙
第
五
九
号
　
臨
時
通
報
」
。

同
、
二
三
頁

「秘
川
乙
第
五
八
号
　
臨
時
通
報
」
。

（４２
）
に
同
じ
。

（４３
）
に
同
じ
。

『川
警
』
、
二
〇
頁

「秘
川
乙
第
四
四
号
」
、
二

一
頁

「秘
川
乙
第
四

五
号
」
。
な
お

「四
五
号
」
は
、
日
付
が

「六
月
九
日
」
と
な

っ
て
い
る

が
、
「
十
九
日
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

同
、
二
四
頁

「秘
川
乙
第
■
壱
号
」
。

同
、
三
四
頁

「秘
川
乙
第
六
壱
号
」

『横
浜
緑
区
史
』
資
料
編
第
二
巻
、
第
六
章

「
日
刊
新
聞
に
み
る
世

相
記
事
編
年
誌
」
、
七
三

「衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
結
果
」
（明
治
二

三
年
七
月
四
Ｈ
）。

『川
警
』
、
三
二
頁

「秘
川
乙
第
六
二
号
　
｛こ
期
通
報
」。

同
、
四
三
頁

「秘
川
乙
第
七
八
号
　
｛疋
期
通
報
」
。

同
、
三
六
貞

「秘
川
乙
第
六
七
号
　
｛疋
期
通
報
」
。

（５０
）
に
同
じ
。
中
山
部
長
と
は
、
中
山
信
明
。
愛
甲
郡
初
代
部
長

で
、
以
後
、
各
部
長
を
歴
任
し
た
。

「川
警
』
、
七
二
頁

「秘
川
乙
第
壱
○
○
号
　
定
期
通
報
」
。

54    53 52 51 50

H:l

38 37 36 3549 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39
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同
、
三
四
頁

「秘
川
乙
第
六
壱
号
」。

同
、
七
五
頁

「秘
川
乙
第
壱
〇
九
号
　
｛疋
期
通
報
」
。

同
、
五
八
頁

「秘
川
乙
第
九
四
号

｛疋
期
通
報
」
。

同
、
五
二
頁

「秘
川
乙
第
九
二
号
」
。

同
、
五
九
頁

「秘
川
乙
第
九
六
号
」。

同
、
六
〇
頁

「秘
川
乙
第
九
六
号
」。

同
、
七
七
頁

「秘
川
乙
第
壱
壱
○
号
　
定
期
通
報
」
。

同
、
七
七
頁

「秘
川
乙
第
壱
壱
壱
号
」。

同
、
八
〇
頁

「秘
川
乙
第
壱
壱
五
号
　
臨
時
通
報
」。

同
、
七
八
頁

「秘
川
乙
第
壱
壱
壱
号
」
。

同
、
人
三
頁

「秘
川
乙
第
壱
二
二
号
」
。

（６４
）
に
同
じ
。

一
九
九

一
年

一
一
月

一
〇
日
、
自
由
民
権
百
年
横
浜
集
会
十
周
年
を

記
念
し
て
、
講
演
会

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

・
懇
親
会
を
開
催
。
前
二

者
は
神
奈
川
地
域
史
研
究
会
共
催
。
当
日
の
報
告
は

『会
報
」
第
九
二

号

（
一
九
九

一
、　
Ｉ

し

に
掲
載
。
の
ち

『年
報
』
第
七
号

（
一
九
九

二
、　
一
）
に

「市
制

・
町
村
制
下
の
民
衆
像
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

〔付
記
〕

本
稿
は
、　
一
九
九

一
年

一
二
月

一
二
日
に
行
わ
れ
た
神
奈
川
県
歴
史
教
育
者

協
議
会
横
浜
支
部
高
校
部
会
で
の
報
告
を
元
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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